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解説
★★★ （1） 虫眼鏡で文字を見ると実際の文字よりも大きく見えた像を虚像という。（ウ）

★★★ （2） 解答欄参照。

★★ （3） スクリーンにできる像は実像であり上下左右反対となる。

★★ （4）

★★★ （5） 凸レンズの上半分を黒い布で覆うと、像の大きさは変わらず、明るさは暗くなる。（ク）

★★★ （6）

★★★ （7） 物体を焦点に近づけていくとき、像の大きさは、はじめに比べて大きくなる（ア）。

★★★ （8）

★★★★ （9）

スクリーンに像がうつったとき、物体と凸レンズの距離＝凸レンズとスクリーンの距離になったので、このときの凸
レンズ焦点距離は20÷10＝10ｃｍとなる。

虚像ができる条件は、物体から凸レンズまでの距離（a）が焦点距離（ｆ）より小さいときである。よってa＜ｆ（ウ）が
答えとなる。ちなみに実像ができる条件は、アa＞ｆである。

凸レンズから物体までの距離を焦点距離の2倍にしたとき、凸レンズによってできた像の大きさは物体と同じ大き
さになる。よって、1倍。

物体を焦点に近づけていくとき、スクリーンに像ができるようにするためには、スクリーンを凸レンズから遠ざける
（イ）。

1

目標時間

25分2.凸レンズのはたらき（解答）

単元3 身近な物理現象

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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